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本冊子では、県内においてプラスチックごみや食品ロス削減を始めとする3Ｒの取組を
積極的に行われている事業所や施設・店舗、団体等の取組事例を紹介します



　滋賀県では、令和元年８月、事業者、県民団体、行政を構成員とする「滋賀県買い物ごみ・食品ロス削減推進

協議会」と県との連名で、「滋賀県プラスチックごみゼロ・食品ロス削減宣言」を行い、ごみを出さないライフス

タイルへの転換を目指して、これまでの取組を活かしつつ、より一層3R（リデュース、リユース、リサイクル）の

取組を推進することにしました。リデュースはごみの発生そのものを抑制すること、リユースは何度も繰り返し使

用すること、リサイクルは再び原材料として利用することです。

　3Rの取組の推進を通じて、温室効果ガスを削減しCO₂ネットゼロに寄与するとともに、大量生産・大量消費・

大量廃棄の経済社会システムを見直し、循環型社会の形成を目指します。

　世界では、プラスチックごみが河川等を通じて内陸から海へ流れ込み、生態系を含めた環境の悪化をもた

らしており、大きな課題となっています。さらには、近年、マイクロプラスチックによる環境への影響について

も懸念されています。

　こうした中、国は、プラスチックのライフサイクルに関わるあらゆる主体におけるプラスチックの資源循環の取組を促進すること

を目的に、令和４年４月に「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」を施行しました。

　県では、令和３年３月に県民や事業者等のプラスチックごみ削減の手引きとなる「滋賀プラスチックごみゼロに向けた実践取組

のための指針」を策定し、ごみを出さないライフスタイルへの転換を目指して、県民、事業者、団体、行政等がそれぞれ役割を分担

し、互いに連携・協力しながら、プラスチックごみゼロに向けた取組を推進しています。

宣言の詳細は、滋賀県ホームページをご覧ください

　我が国では、まだ食べることができる食品が日常的に廃棄され、大量の食品ロスが発生しています。

日本の食料自給率は低く、食料の多くを海外からの輸入に依存する中、世界では深刻な飢えや栄養不

良で苦しむ人々が存在しており、食品ロスの削減は真摯に取り組むべき課題です。

　滋賀県では、事業者、関係団体、学識経験者、国・県・市町等が連携協力を図りながら、近江商人が大

切にしてきた「三方よし」の精神をもとに「三方よし！！でフードエコプロジェクト」を立ち上げ、食品ロス

削減に向けた取組を推進してきました。一方、国においても、令和元年５月に「食品ロス削減の推進に関する法律」を制定し、食品

ロスの削減を「国民運動」として位置付けるなど、削減の機運はますます高まっています。

　こうした状況を踏まえ、県は令和３年３月に食品ロス削減の取組を具体化した「滋賀県食品ロス削減推進計画」を策定し、より

一層取組を推進しています。
滋賀県食品ロス削減推進計画の詳細 裏表紙参照

3Ｒで目指す社会

プラスチックごみ削減に向けた取組の状況

食品ロス削減に向けた取組の状況

　令和4年４月に「プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律」が施行されたことを踏まえ、
使い捨てプラスチック製品の使用の合理化や事業活動に伴うプラスチックごみの発生抑制等の取組
を実践する事業者の宣言を募集しています。この宣言を広く県民等へ周知することで、全県的な取組
の拡大につなげていきたいと考えています。（宣言書の様式は、右の二次元バーコードからダウンロー
ドできます。）

「しがプラスチックごみ削減行動宣言」の実施事業者募集
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生活協同組合コープしが
滋賀県野洲市冨波甲972番地

１．フードドライブの取組
　～食品ロスをなくそう×必要とする人の元へ～
　コープしがは、2020年10月から、家庭で余っている食品
を回収するフードボックスの設置を開始しました。組合員を
はじめ、地域住民がフードボックスへの寄付を通じてフード
ドライブに参加することができます。

　現在、宅配事業センターやコープの店舗、各事業所など
県内21箇所で寄付された食品はフードバンク団体や社会
福祉協議会を通じて、生活困窮者や必要とする施設、団体
等に届けられています。
　また、2022年1月には、滋賀県社会福祉協議会との包
括連携協定を締結し、物流センターで発生する仕分け後
の余剰在庫品を滋賀県社会福祉協議会へ寄付するなど、
未利用食品の有効活用に取り組んでいます。

令和４年度　「滋賀県食品ロス削減優良取組表彰」 

フードドライブの取組と
店舗・青果加工センターからの野菜くずの堆肥化の取組

２．店舗・青果加工センターからの
　野菜くずの堆肥化・リサイクルの取組
　2018年11月に、農福連携による雇用の創出と循環型
社会の実現を目指して、コープしがの子会社として「ハート
コープしが」を設立しました。現在、9名の障がいを持つ方々
がコープの店舗や青果加工センターから出る野菜くずをた
い肥化し、小松菜などの栽培に活用しています。さらに、
コープの店舗や宅配で販売し、過剰生産になった野菜は
フードバンクに寄付することで有効活用しています。

受賞者紹介

　この度は栄誉ある賞をいただき誠にありがとうござ
います。2023年でコープしがは創立30周年を迎えるこ
とになります。フードドライブの取り組み、高齢者や子ど
もの見守り活動など、ともに地域の暮らしを守る一員と
して、滋賀県や多くの市町、社会福祉協議会、フードバ
ンクのみなさんとのつながりを持つことが出来ました。

　30年の歩みに感謝し、組合員、役職員、コープしが
に関わってくださるみなさんとの絆を強め、コープし
がが理念として掲げる「ともにつくる笑顔　あふれる
未来」に向かって元気にすすんでいければと思って
います。

受賞者コメント

在庫商品寄付のようす

店舗での販売

野菜くずの堆肥小松菜の栽培
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フードバンク滋賀
滋賀県草津市東草津1丁目2-35草津地域福祉事業所みんなの家気付

　フードバンクとは、食品関連企業において、包装の印字ミ
ス等により販売が困難になった食品、農家における規格外
の農産物、家庭で余った食品などの寄付を受け、食糧支
援を必要とする団体や福祉施設などに無償で提供する社
会福祉活動およびその活動を行う団体のことをいいます。

　フードバンク団体の一つであるフードバンク滋賀は、
2009年の春にNPO法人COMPASSとしてフードバンク活
動を開始し、2013年に現在のフードバンク滋賀（任意団
体）にリニューアルし、毎週水曜日と土曜日の週2回、フード
バンク活動を継続して行っています。

令和４年度　「滋賀県食品ロス削減優良取組表彰」 

滋賀県内におけるフードバンク事業

　活動の特色として、活動日当日の午前に集荷した食品
を、日中に仕分けをし、その日の午後にすべて個配（デリバ
リー方式）で配りきるという全国のフードバンクの中でも珍し
い形で行っており、生ものである野菜や果物等も取り扱って
います。その回収量は、毎月推計1ｔ以上に達しており、毎週
少なくとも約50世帯200名以上の生活困窮世帯へ無償
で届けています。
　また、県内の他のフードバンク団体の立ち上げに寄与
し、企業や大学等と連携して取り組むなど、他者の参考と
なり、波及効果や環境意識の醸成につながる取組となっ
ています。

受賞者紹介

　この度は、滋賀県食品ロス削減優良取組表彰を頂戴し、誠に光
栄に思います。この表彰は私たちの力だけでなく、日頃からご支
援、応援をしてくださっている皆様のお力添えがあってのことです。
本当にありがとうございます。
　私たちの活動は、皆様からいただいた寄付品を生活困窮世帯に
1軒ずつお届けする活動がメインとなっております。一人ひとりと向

き合い、最終的には支援を受ける方々への自立のステップアップ、
支援からの卒業を目標に活動を続けております。
　これからも今以上にメンバーを増やし、より多くの助けを必要と
されている方に救いの手を差し伸べられるよう日々初心を忘れず
精進して参ります。
　今後ともご支援、ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

受賞者コメント

仕分け風景

愛荘町のサンタナ学園
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挽きたてナッツペーストの量り売り ７０種類ものナッツ等の量り売り専用什器

Going Nuts！
滋賀県近江八幡市仲屋町中21まちや倶楽部内

　Going Nuts！は、2017年3月のオープン当初
から、必要な分を必要な時に購入することができ
るナッツの量り売りを通して、買い手が手軽に楽
しく食品ロス削減をはじめるきっかけ作りを行っ
ています。
　店舗では、約70種ものナッツ、ドライフルーツや
ナッツペースト等が、それぞれの量り売り専用の
什器で販売されています。量り売りなのでリユー
ス容器（Going Nuts！オリジナル瓶・容器、持参し
たマイ容器等）の使用によって、少量から、必要
な分だけ購入することができます。また、店頭で
人気のナッツスムージーは、マイボトルやオリジナ
ルグラウラー、再生プラスチックを利用したスト

ロー不要のドリンクカップでも提供可能なことから、プラス
チック容器包装の削減につながります。
　SNS等による情報発信も行っており、必要な分を量り売
りで購入することによる食品ロス削減の啓発やリユース容
器利用の促進にも取り組んでいます。その他、ホテルやカ

令和４年度　「滋賀県食品ロス削減優良取組表彰」 

リユース容器と量り売りでたのしく美味しく“ごみゼロ習慣”！

フェ等の様 な々業種への量り売り専用什器の卸売を行い、
量り売りの拡大に努めています。
　今後、Going Nuts！の取組をきっかけに、滋賀県の食品
ロス削減をはじめとする「ごみゼロ」の意識が高まることが
期待されます。

受賞者紹介

　このような栄誉ある賞をいただきとても光栄です。身近な一歩
から食品ロス削減や、ごみゼロに取り組んでいく事は、琵琶湖や
河川とつながっている海の生態系を守り、私たちの食や健康、環
境を守ることになります。琵琶湖を預かっている私たち滋賀県民
が量り売りに取り組むことで次世代に日本の美しい自然を残して
いく事ができます。

　私たちは引き続き、過剰包装をやめる、包材は繰り返し使う、
必要な分量を量り売りで購入する、野菜や果物の見た目が美し
いものより美味しさといった中身で選ぶことをお客様に発信してい
きたいと考えています。当店では、楽しいお買い物を通じて、食
品ロス削減をはじめとするごみゼロに取り組んでいただけます。

受賞者コメント

炭酸やアルコールにも使える
Going Nuts！オリジナルグラウラー

店頭で購入できる食品保存に適したリユース容器Going Nuts！オリジナル瓶
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しがプラスチックチャレンジプロジェクト を開始しました！

令和5年10月1日から

滋賀県では、令和5年10月から、県民の皆様に対し、ライフスタイルを見直し、プラスチック代替製品の利用、

マイボトルの持参などプラスチックごみ削減に向けた実践行動のチャレンジを後押しする「しがプラスチックチ

ャレンジプロジェクト」を展開しています。

■「しがプラチャレンジの日」
毎月一日を「しがプラチャレンジの日」とし、プラスチックごみ削減に資する

行動をとる特別な日と捉え、ライフスタイルを切り替える機会とします。皆様

のチャレンジをサポートするため、毎月発行する「プラチャレ通信」で実践行

動の例をご紹介します。また、「しがプラチャレンジの日 テーマソング」や

プラごみ問題や実践取組に関する動画配信等も行っております。

プロジェクトの詳細については、滋賀県ホームページ「ごみゼロチャレンジ

しが」をご確認ください。

滋賀県食品ロス削減推進計画
■計画の理念「三方よしと県民総参加でフードエコ」の概要

の概要

「売り手よし！」、「買い手よし！」、「環境よし！」の「三方よし」の精神のもと、

県民総参加で「食品（フード）」の「環境保護への取組（エコ）」を実践。

■施策の方向性と基本的施策
（1）知識や意識の向上と具体的な行動の実践

（2）食品ロス発生量等の実態把握

（3）未利用食品を有効活用する仕組みづくり

■求められる役割と行動
●県民一人一人が食品ロスの問題を「我が事」として捉え、「行動」に移すことが必要。

●消費者、事業者、マスコミ・消費者団体・NPO等、県、市町が、それぞれに「求められ

る役割と行動」を実践するとともに、各主体が連携し、食品ロス削減の取組を推進。

▲計画の詳細は、
滋賀県ホームページを
ご覧ください。

▲ 湖神 挑一
（プロジェクトキャラクター）

滋賀県ごみ減量・資源化情報サイト
　「ごみゼロチャレンジしが（滋賀県ごみ減量・資
源化情報サイト）」では、事業者や団体、行政が実
施するごみ減量などの取組に関する情報や３Ｒの
実践例、補助金情報などを提供しています。
　また、子ども向けの「キッズ教室」ページや、食
品ロス削減や資源の店頭回収情報などを掲載し
て、皆さんに使いやすいサイトを
目指しています。

https://www.pref.shiga.lg.jp/gomizero/index.html


